
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
倭
訓
栞
（
一
七
七
一
’
一
八
八
三
）
・

雅
言
集
覧
（
一
七
五
三
’
一
八
三
○
）
・
僅
言
集
覧
（
一
七
五
九
’
一
八
三
九
）

な
ど
の
規
模
の
大
き
い
国
語
辞
典
が
出
た
。
こ
れ
ら
の
辞
典
は
、
す
べ
て
理
解

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
本
稿
で
と
り
上
げ
た
「
詞
葉
新

（
注
１
）

雅
」
は
表
現
の
た
め
の
辞
典
で
あ
る
。

ふ
じ
た
に
な
り
の
ぷ

本
書
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
、
京
都
で
、
富
士
谷
成
寿
論
定
・
門
人

西
村
惟
俊
・
藤
木
正
名
・
筆
授
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
百
五
十
丁
、
所
載
の
口
語

（
里
言
と
称
す
る
）
見
出
し
三
千
百
十
四
語
を
も
つ
小
辞
典
で
あ
る
。
こ
の
書

の
表
紙
裏
の
解
説
に
よ
あ
と
、

こ
と
ば
こ
こ
ろ

此
書
は
和
歌
和
文
連
欣
俳
諮
等
に
趣
向
は
た
ち
な
が
ら
詞
心
の
ま
Ｌ
に
い

ひ
か
ね
た
る
時
そ
の
俗
語
の
頭
字
に
つ
き
て
部
分
の
下
を
求
む
へ
し
和
歌
和

こ
と
ば

文
の
詞
を
委
し
く
考
て
あ
て
た
り

と
あ
っ
て
、
和
歌
和
文
な
ど
の
創
作
に
あ
た
っ
て
心
中
に
浮
ん
だ
心
の
微
妙

な
「
ゆ
れ
う
ご
き
」
を
言
語
に
表
現
し
よ
う
と
い
う
時
の
参
考
に
用
い
さ
せ
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
体
裁
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
、
資

「
詞
葉
新
雅
」
に
お
け
る
里
言
と

料

雅
一一一

二二

I。

（
九
ウ
）
（
注
２
）

印
刷
の
都
合
上
、
字
体
、
記
号
は
改
め
た
が
、
本
言
九
丁
裏
を
そ
の
ま
ま
転

写
し
た
。
一
。
ヘ
ー
ジ
に
あ
た
る
部
分
が
二
段
に
区
切
ら
れ
、
各
段
の
上
半
に
カ

タ
カ
ナ
で
、
い
わ
ゆ
る
趣
向
（
こ
こ
ろ
）
を
、
下
半
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

詞
（
こ
と
ば
）
を
記
す
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

排
列
順
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
（
以
下
、
趣
向
、
ま
た
は
里
言
と
い
う
）
の

｜
’

I

ニ
ホ
ヒ
グ
ル
メ

ニ
ホ
フ

ニ
タ
ノ
く
、
ト
ワ

ラ
ウ
ニ
ク
ゾ
ウ
カ
ナ

イー
言
一
ロ
ダ
カ
イ

Ｃ

ニ
ッ
ポ
ン
ビ
イ

キニ
ガ
ノ
、
シ
イ

一
一
ク
ナ
イ
ヤ
ウ

ス
ジ
ヤ

崎

〆

建

か
ほ
る

○
ほ
上
ゑ
む

か
た
ゑ
む

つ
ゑ
な
ぎ
さ
ま

に
く
か
ら
ず

○
そ
び
や
ぎ
た

る○
や
ま
と
だ
ま

し
ゐ
あ
ぢ
き
な
し

○
け
に
く
か
ら

夢
ｑ
ゴ

ー
香
ご
め
に

ニ
ッ
カ
ハ
シ
ウ

ナ
イ
一
一
ゲ
ジ
タ
ク
ナ

目
ツ
キ

ニ
ヅ
コ
リ
ト
ワ

ラ
ウ
嫁
ニ
ラ
ミ
ア
フ
テ

ヰ
ル

ニ
ウ
ワ
柔
和

一
○ニッ
ポ
ン
ウ
一
、

レ
ツ
キ

ニ
ノ
足
フ
ム

一
一
ク
テ
ラ
シ
イ

部

、
、
ゞ
↑
》
ヘ
ノ
き
な
し
一

｝
ク
ナ
○
に
げ
め
を
つ

か
ふ

〆
ト
ワ
同
上

／
フ
テ
か
ほ
く
ら
べ
す

る

く
和
○
な
だ
ら
か
に

》
ゥ
一
、
○
同
上

〃
ム
た
ゆ
た
ふ

／
シ
イ
○
け
に
く
し

三

二二
一

男

！



－

の
場
合
、
雅
言
は
、
は
じ
め
の
「
こ
と
に
い
づ
る
」
を
主
に
整
理
の
対
象
と

す
る
。
雅
言
を
中
心
に
し
た
の
は
、
整
理
の
第
一
段
階
で
は
、
里
言
は
そ
の
表

記
が
、
形
の
上
で
複
雑
で
あ
る
こ
と
や
、
用
言
の
活
用
が
、
雅
言
で
は
、
終
止

形
と
連
体
形
が
語
形
を
異
に
し
て
い
る
た
め
区
別
に
便
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由

「
刺
葉
新
雅
」
に
お
け
る
里
言
と
雅
言

(1) 首
字
は
イ
ロ
〈
川
に
し
た
も
の
の
、
鮒
二
字
以
下
の
順
序
や
音
節
数
に
つ
い
て

は
か
な
り
自
由
な
、
無
秩
序
な
な
ら
べ
方
で
あ
る
。
右
の
例
で
い
う
と
、

砲
一
一
ホ
フ
か
ほ
る
（
上
の
算
用
数
字
は
筆
者
の
つ
け
た
本
書
見
出
し
語

１

の
通
し
番
号
。
以
下
こ
れ
に
準
ず
る
）

腿
ニ
ガ
ノ
、
シ
イ
あ
ぢ
き
な
し

１の
よ
う
に
、
一
単
語
に
一
単
語
を
対
応
さ
せ
て
表
記
し
た
も
の
、

卵
一
一
ホ
ヒ
グ
ル
メ
ニ
香
ご
め
に

１の
よ
う
な
複
合
語
、

４６
ニ
ク
ウ
ナ
イ
ャ
ウ
ス
ジ
ャ
け
に
く
か
ら
ず

１の
よ
う
に
一
単
語
の
概
念
を
文
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
等
が
あ
る
。

こ
の
表
記
上
の
不
統
一
が
、
辞
典
と
し
て
の
形
態
を
よ
わ
め
な
が
ら
、
か
え

っ
て
当
時
の
生
き
た
言
語
生
活
の
実
態
、
さ
ら
に
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
著
者
の

心
的
内
容
を
示
す
例
と
な
る
性
格
を
も
つ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
下
半
の
「
ひ
ら

か
な
」
の
部
分
（
以
下
、
詞
、
ま
た
は
雅
言
と
い
う
）
は
、
大
体
は
統
一
さ
れ

（
注
３
）

て
い
る
。１

イ
ヒ
出
ス
こ
と
に
い
づ
る

い
ひ
い
づ
る

㈲
八
作
業
目
標
と
作
業
手
続
き

唾

“
の
雅
言
け
に
く
か
ら
ず

な
ど
は
形
容
詞
型
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
里
言
も
雅
言
も
、
所
載
の
語
を
猫
詞
型
・
動
詞
型
・
形

容
詞
型
・
形
容
動
詞
型
・
そ
の
他
の
型
・
の
五
分
類
の
い
ず
れ
か
に
い
れ
る
。

７妬
・
ト
イ
フ
テ
ソ
ン
ナ
ラ
さ
り
と
て

の
よ
う
な
句
や
文
、
ま
た
、
感
動
詞
、
副
詞
の
類
は
「
そ
の
他
の
型
」
に
入
れ

る
が
、
そ
れ
以
下
の
下
位
分
類
は
ぼ
ど
こ
さ
な
い
。

３

用
言
は
、
そ
の
活
用
形
を
決
定
す
る
。
用
言
の
使
用
さ
れ
方
（
文
中
で
の
文

法
的
役
割
）
を
推
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
近
世
は
、
す
で
に
動
詞
、
形
容
詞
に

お
い
て
、
終
止
形
と
連
体
形
が
同
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
時
は
、
対
応
す
る
雅
言
の
活
用
形
を
を
見
て
区
別
の
参

と
す
る
。
（
特
に
形
容
詞
や
形
群
動
訓
に
お
い
て
）

Ｉ２

里
言
も
雅
言
も
、
整
理
の
段
階
で
は
「
詞
」
を
中
心
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ

の
所
属
す
る
品
詞
の
型
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
単
語
と
し
て
の
限
界
を
最
大
限

に
拡
張
し
、
複
合
語
は
一
語
に
認
定
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
辞
」
は
問
題
と
し
な

い
。
た
だ
し
、
「
る
・
ら
る
・
す
・
さ
す
．
し
む
」
は
詞
の
中
に
入
れ
る
。

兜
・
’
一
ゲ
ジ
タ
ク
ナ
目
ツ
キ
（
傍
線
韮
者
。
以
下
同
）

な
ど
は
名
詞
型
に
、

理
・
’
一
タ
／
、
ト
ワ
ラ
ウ

な
ど
は
動
詞
型
に
、

弱
の
雅
言
に
げ
め
を
つ
か
ふ

な
ど
は
動
詞
型
に
、

、

Ⅵ



名
前
型
は
、
ほ
と
ん
ど
体
言
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
こ
の
中
に
い

れ
る
。
１別
・
チ
ウ
ハ
ン
ナ
物
シ
リ
お
れ
も
の

１弱
・
ミ
ヅ
ノ
中
一
一
ア
ッ
テ
み
こ
も
り
に

２

１

右
の
場
合
、
ｍ
は
雅
言
も
里
言
も
名
詞
型
に
、
弱
の
場
合
は
雅
言
は
名
詞
型

２

だ
が
、
里
言
は
ア
ッ
テ
に
よ
っ
て
動
詞
型
、
（
連
川
形
）
と
す
る
。

ま
た
、
名
詞
型
の
語
を
ゼ
ロ
（
０
）
型
、
巡
用
型
、
連
休
型
に
三
分
類
す
る
。

１

右
の
ｍ
は
雅
言
も
里
言
も
ゼ
ロ
型
、
弱
の
雅
言
は
連
用
型
と
す
る
。

７

２

飯
ヒ
カ
ゲ
ノ
○
か
げ
か
げ
し
き
身

２の
場
合
、
里
言
は
迎
体
型
、
雅
言
は
ゼ
ロ
型
と
す
る
。

(4) 考
と
す
る
。

２兜
・
メ
’
一
ア
マ
ル
○
め
ざ
ま
し
き

２等
の
時
、
里
言
は
動
詞
型
の
連
体
形
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
手
続
き
を
ふ
み
な
が
ら
、
「
詞
葉
新
雅
」

に
お
け
る
里
言
と
雅
言
と
の
対
応
を
二
三
の
点
に
つ
い
て
調
査
し
、
本
書
の
い

こ
こ
ろ
こ
と
ば

こ
こ
▽
ｂ

わ
ゆ
る
趣
向
と
詞
の
対
応
の
状
態
を
概
観
す
る
。
ま
た
「
趣
向
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
形
容
詞
的
表
現
を
（
雅
言
を
中
心
と
し
て
）
雄
に
し
て
、
心
的
内
容
と
言

語
の
形
態
と
の
関
述
に
つ
い
て
若
干
考
え
て
ゑ
た
い
と
思
う
。

国
、
里
言
と
雅
言
と
の
概
観
・

こ
こ
一
つ

こ
と
ば

㈹
・
本
書
の
い
う
「
趣
向
」
と
は
な
に
か
。
「
湖
」
と
は
な
に
か
。

凸
ｑ
』

い
ま
、
言
語
生
活
を
言
語
の
機
能
の
三
分
類
に
対
応
し
て
（
「
国
語
学
原
論
・

続
編
」
時
枝
誠
記
者
）
実
用
的
言
語
生
活
・
社
会
的
言
語
生
活
・
鑑
賞
的
言
語

生
活
に
分
類
す
る
。
９
、
資
料
の
項
で
あ
げ
た
、
本
書
の
解
説
文
に
よ
る
と
、

本
書
で
い
う
里
言
と
は
、
素
朴
な
、
ナ
マ
の
わ
か
り
や
す
い
語
を
さ
し
、
雅
言

と
は
、
鑑
賞
に
た
え
う
る
よ
う
に
浄
化
さ
れ
た
表
現
の
語
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
里
言
は
、
そ
の
当
時
の
日
常
生
活
の
実
用
面
に
適
応
す
る
よ
う
に
概

念
化
さ
れ
定
折
し
た
言
研
で
あ
り
、
今
新
朏
」
の
「
新
」
に
あ
た
る
）
雅
言
は
、

そ
の
当
時
の
鑑
賞
的
生
活
の
創
作
而
に
適
応
す
る
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
、
定
着

し
た
言
語
（
「
新
雅
」
の
「
雅
」
に
あ
た
る
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
両
者
の
共

通
点
は
、
同
一
の
心
的
内
容
を
概
念
化
す
る
過
程
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
相
違

点
は
、
前
者
が
実
用
的
言
語
生
活
に
定
府
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
鵬
賞
的

言
語
生
活
に
定
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
．
里
言
と
雅
言
と
の
概
観

こ
こ
で
は
、
㈲
の
手
続
き
で
示
し
た
よ
う
な
分
類
を
仮
り
に
ほ
ど
こ
し
て
象

て
、
舶
制
型
か
ら
ど
の
よ
う
な
似
向
が
あ
る
か
を
見
よ
う
と
思
う
。

Ｊ

（
注
４
）

表
Ｉ
で
は
、
里
言
も
雅
言
も
動
詞
型
に
統
叙
さ
れ
た
も
の
が
も
つ
と
も
多
く
、

く

両
者
と
も
四
○
％
を
こ
え
る
。
名
詞
型
は
、
㈲
の
手
続
き
で
記
し
た
よ
う
に
、

相
当
範
囲
を
拡
げ
た
が
動
詞
型
よ
り
少
な
く
両
者
と
も
二
○
％
を
こ
え
る
に
す

ぎ
な
い
。

③
．
里
言
と
雅
言
と
の
対
応

統
叙
の
型
に
つ
い
て
の
分
類

次
に
、
里
言
の
見
出
し
語
の
五
分
類
さ
れ
た
も
の
が
、
ど
ん
な
分
類
の
雅
言

で
対
応
さ
れ
い
い
か
え
ら
れ
て
い
る
か
を
糸
る
。
次
の
表
で
み
る
と
、
た
と
え

ば
里
言
の
助
詞
型
が
一
四
○
九
（
左
端
の
汁
）
語
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
一

①

剋
己

三
川

／



一
五
三
は
雅
言
の
勤
制
型
で
対
応
し
、
六
六
は
朏
言
の
名
刷
型
で
、
二
五
は

形
容
詞
型
で
、
二
九
は
形
容
動
詞
型
で
、
四
六
は
そ
の
他
の
型
で
対
応
す
る
と

い
う
風
に
、
あ
ら
ゆ
る
舶
詞
の
型
で
里
言
に
対
応
し
て
い
る
。

右
の
対
応
の
し
か
た
の
実
例
を
一
つ
ず
つ
あ
げ
る
。
全
部
で
二
五
例
、
表
Ⅱ

の
右
上
よ
り
下
へ
、
吹
に
名
詞
型
対
動
詞
型
か
ら
下
へ
と
い
う
順
序
で
記
す
。

表
rT，
、上ノ

△
ロ

ー『

盲1‐

そ
の
他
の
型

形
容
動
詞
型

形
祥
詞
型

〃
1二1 動
詞
型

ﾆー号．1

jillj

「
詞
葉
新
邪
」
に
お
け
る
肌
言
と
雅
言

皿

５

｜
、
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２
６
６
１
３
１
４
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１
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１

１
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１
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表
Ⅲく①

・
里
言
動
刷
型
↓
雅
箇
動
刎
型

即
・
チ
ョ
イ
ト
ミ
ル
・
ひ
と
め
象
る

②
・
里
言
動
詞
型
↓
雅
言
名
詞
型

０河
・
カ
ク
シ
テ
ハ
ナ
・
ソ
ス
ル
・
み
そ
か
ご
と

③
・
里
言
動
詞
型
↓
雅
言
形
容
祠
型

０別
・
キ
エ
イ
ル
ヤ
ウ
｜
一
思
う
・
心
ぽ
そ
く

２
仙
・
里
言
動
詞
型
↓
雅
言
形
容
動
詞
型

９釦
・
ウ
ッ
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シ
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・
き
よ
ら
に

１
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制
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動
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羽
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艶
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動
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’

⑤
・
里
言
動
刎
型
↓
雅
言
そ
の
他
の
型

６４
．
オ
モ
ヒ
一
、
ワ
セ
バ
・
あ
は
れ

６
仙
・
里
言
名
刺
型
↓
雅
言
動
刷
型

詑
・
オ
ン
ナ
ジ
ト
コ
ロ
・
所
も
か
へ
ず

５
例
・
里
言
名
詞
型
↓
雅
言
名
詞
型

９師
・
キ
ョ
ウ
ョ
ム
コ
ヱ
・
ど
き
や
う
の
声

２
⑧
．
収
言
名
刷
型
↓
雅
言
形
容
制
型

４劃
・
ウ
ッ
ケ
タ
ヤ
ウ
｜
｜
・
し
れ
じ
れ
し
く

１
⑨
．
里
言
名
詞
型
↓
雅
言
形
容
動
詞
型

２Ｍ
．
ス
デ
ゞ
空
手
・
た
Ｎ
に

３
⑩
・
里
言
名
制
型
↓
朏
言
そ
の
他
の
型

９蹄
・
ヒ
ト
カ
タ
マ
リ
ヅ
ッ
・
む
ら
む
ら

２
伽
・
里
言
形
容
同
型
↓
雅
言
動
詞
型

６蛇
・
ム
ネ
ガ
セ
ッ
ナ
イ
・
む
ね
は
し
る

１
⑫
・
里
言
形
容
詞
型
↓
雅
言
名
詞
型

３昭
・
ソ
コ
キ
ミ
ガ
ワ
ル
イ
・
心
の
お
に

‘
１
⑬
．
Ⅲ
言
形
容
刷
型
↓
雅
言
形
容
例
型

０“
・
キ
ナ
ガ
ウ
・
心
な
が
く

２
伽
・
里
言
形
容
詞
型
↓
雅
言
形
容
動
詞
型

魑
・
オ
ト
ナ
シ
ウ
・
お
い
ら
か
に

⑮
。
Ⅲ
言
形
容
刷
型
↓
雅
言
そ
の
他
の
型

４詔
・
ナ
カ
ノ
ョ
イ
・
水
も
る
ま
じ
き
な
り

１
卿
・
里
言
形
容
動
詞
型
↓
雅
言
動
詞
型

８３
．
カ
ラ
ダ
フ
サ
ウ
ヲ
ウ
ナ
・
身
に
お
は
い

７

’
●

■

Ｊ
表
Ⅱ
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
五
砿
の
里
言
の
一
つ
一
つ
に
対
し
、
五
種
の

く

型
を
と
っ
て
雅
言
で
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
二
五
の
各
柵
に
欠
け
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
同
型
同
志
の
対
応
（
実
例
の
い
い
⑬
燭
）
が
数
の
上
で
は
多
く
、

形
容
動
詞
型
同
志
の
対
応
が
こ
の
傾
向
を
は
な
れ
て
い
る
。

ｊ

次
に
、
Ｉ
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
型
の
百
分
比
を
雅
言
中
心
、
里
言
中
心
に

く

肋
・
里
言
形
容
動
詞
型
↓
雅
言
名
詞
型

８師
・
ヒ
ゲ
ダ
ク
サ
ン
ナ
・
か
づ
ら
ひ
げ

２
⑬
．
里
言
形
容
動
詞
型
↓
雅
言
形
容
別
型

１
１
○

池
・
マ
ッ
ス
グ
ニ
・
な
ほ
く

１
⑲
．
里
言
形
容
動
詞
型
↓
雅
言
形
容
動
詞
型

娼
・
ハ
ン
チ
ヤ
ナ
．
な
か
な
か
な
る

２
㈱
・
里
言
形
容
動
詞
型
↓
雅
言
そ
の
他
の
型

８帥
・
シ
リ
ガ
ル
ニ
・
す
が
す
が
と

２
⑳
．
里
言
そ
の
他
の
型
↓
雅
言
動
詞
型

３妬
・
ウ
ポ
ウ
ポ
ト
。
あ
く
が
る
る

１
⑳
．
里
言
そ
の
他
の
型
↓
雅
言
名
刷
捌

哩
・
卜
永
や
オ
イ
ッ
・
た
ち
ゐ

４
倒
・
里
言
そ
の
他
の
型
↓
雅
言
形
容
河
型

３別
・
ヨ
イ
ハ
サ
テ
・
よ
し
や

倒
・
里
言
そ
の
他
の
型
↓
雅
言
形
容
動
詞
型

ワ
Ｉ
。
Ｏ

沼
・
シ
ッ
ポ
リ
ト
・
し
め
や
か
に

２
燭
・
咽
言
そ
の
他
の
型
↓
雅
言
そ
の
他
の
型

７焔
・
ソ
ウ
ト
モ
ソ
ウ
ト
モ
・
さ
か
し

１

３

ｊ
■
■

二
一
一
〈

心

里
言
中
心
に



Ｊ

Ｊ

表
Ｌ
ｌ
表
Ｉ
の
下
の
計
を
百
と
す
る
（
雅
言
中
心
）

く

く

う
り

表
Ⅱ
表
ｒ
で
あ
ら
わ
す
。

ｆ
く

恥
・
咽
を
比
較
す
る
と
次
の
特
色
を
知
る
。

く
く

＠
．
肋
で
は
同
型
同
志
の
対
応
が
高
率
を
示
し
、
△
が
表
の
右
上
方
か
ら
左

く

下
方
へ
対
角
線
に
沿
っ
た
よ
う
に
並
ぶ
。

Ｊ

⑤
・
肥
で
は
、
形
容
動
詞
型
同
志
の
対
応
が
二
位
と
な
り
、
形
容
動
詞
型
の

く

里
言
に
は
形
容
詞
型
の
雅
言
が
対
応
す
る
傾
向
が
つ
よ
い
。

ｊ

ｊ

＠
．
ｒ
の
△
は
ｒ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
率
が
低
く
な
り
、
そ
の
分
だ
け
が
他
の

く

く

型
に
分
散
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
両
型
は
事
情
が
異
な

ｊ

り
、
形
容
詞
型
同
志
で
は
里
言
の
率
が
Ⅱ
よ
り
高
い
。

く

形
容
詞
型

形
容
動
詞
型 口

／

譽A
/=
’匡1

‘

’
そ
の
他
の
型

１

７
８
２

肋
制
型
△
弘
４
４
２

躯
一
ｍ

４
９

箔
詞
型

皿
△
飢即

一
△
“
’
８

６

形
容
詞
型
３
６

２
１

８
２
１
３

形
容
動
詞
型
胆
８
３
△
皿

１

２

７
０
５
３

ブ
て
の
他
の
型
岨
蝿
５
１

「
詞
葉
新
雅
」
に
お
け
る
里
言
と
雅
言

動
詞
型’
名
詞
型
一
坪
容
詞
一
岬
嘩
動３

４
０

△
皿
鯉
㈹１

・
３

△
“

そ
の
他

の
型

戸句

0．0 2．013．9

|ImIMII6100.0’ 100.0 計

△はもっとも率の高いもの

側
里
言
と
雅
言
と
の
用
言
の
分
類
活
用
形
に
つ
い
て

用
言
を
そ
の
活
用
形
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
表
Ⅲ
、
Ⅲ
の
結
果
を
み
る
。

雅
言
の
場
合
は
そ
の
最
高
の
率
が
、
動
詞
型
で
は
終
止
形
、
形
容
詞
型
で
は
連

体
形
、
形
容
動
詞
型
で
は
連
用
形
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
著
者
が
、

本
書
の
雅
言
の
部
に
、
従
来
か
ら
の
歌
の
常
識
か
ら
、
多
く
の
例
に
も
と
づ
い

て
帰
納
し
た
結
果
、
規
範
性
を
も
た
そ
う
と
し
た
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
思
う
。

，

た
だ
実
用
生
活
に
お
け
る
言
語
は
、
Ⅲ
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
規
範
性
か
ら
遠

く

ざ
か
る
似
向
に
あ
り
、
形
容
動
詞
型
は
連
体
形
が
多
く
な
る
。

う
う

表
Ⅱ
ｌ
表
Ｉ
の
左
端
の
汁
を
百
と
す
る
（
里
言
中
心
）

く

く…Ｎｉ
動
詞
型

名
詞
型
斗

形
容
詞
型

形
容
動
制
型

そ
の
他
の
型
一

｜計

９
句０

０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

１

１

１

１

動
詞
型

32120518ﾕ’491金］

名
詞
型
一
醍
容
詞

5415ユ｜念018‘ワワ
【、イ

薊辰雨｢靹而
＝＝

七
一Ⅱ

4．017．9
形
容
助

詞
型28127"lf3

そ
の
他

の
型金911391781351136100.0

△はもつとも率の高いもの



’
⑤
里
言
と
雅
言
と
の
名
詞
型
の
分
類

本
稿
目
の
い
で
記
し
た
よ
う
に
、
名
詞
を
辞
書
に
記
載
す
る
上
で
は
常
識
で

あ
る
ゼ
Ｐ
型
（
体
言
の
下
に
助
詞
、
助
動
詞
の
全
然
つ
か
ぬ
も
の
）
以
外
に
、

そ
の
下
に
、
に
・
で
・
が
．
な
ど
の
助
詞
を
つ
け
た
も
の
（
述
川
型
と
す
る
）
、

ｊ
表
Ⅲ
．
雅
言
の
用
言
の
分
類
ｌ
活
用
形
を
中
心
に

く

↑

１

未
然
形
叩

述
用
形

終
止
形

連
体
形

命
令
形

己
然
形

計

胃＝＝＝＝＝＝＝＝－ |＝－

動

‘i'リ

型Ｊ
６
２

△
、
砥く

2782511370 1q
八J 11．

|－

ｊ
４
０

△
盟
姐く

＝＝＝＝ニーニニ

0

形
容
詞

型
11051474861 0

寺

一 －

一
、

i;!j形

刑容
動

△

162

(72.0）|‘,
７4

Ｆ
へ
Ｊ

ハ
ノ
ム

、
／
君 0

△はそのIII1)祠型における最大の語数で()内は

その百分比

〃

ｊ
表
皿
・
里
言
の
用
言
の
分
類
ｌ
活
用
形
を
中
心
に

一
二
八
ハ

ま
た
、
そ
の
下
に
、
の
・
を
つ
け
た
も
の
（
連
体
型
と
す
る
）
が
見
川
し
の
里

言
に
も
、
ま
た
対
応
す
る
雅
言
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
歌
を
作
る
場
合
を
考
え
、

い
ろ
い
ろ
な
例
を
あ
げ
よ
う
、
な
る
べ
く
す
ぐ
役
立
つ
よ
う
に
と
い
う
著
者
の

こ
こ
ろ
み
で
あ
ろ
う
。
（
表
Ⅳ
）

一
に
唖

迎終
体止
形形

未
然
形
一
唾

連
用
形

命
令
形

己
然
形為

’
’
１

Ｊ２
５
０

△
ｎ
ｍ
Ｍ

く

ｊ

ｌ
２
４
５

’
９

△
Ｍ
郡

－
２

く

動
守pT

iinl

刑

OワO
ムイム7

１
－

＝＝＝＝＝＝＝＝ .＝＝＝＝＝＝＝二

形
容
制

ｊ
一１７－

'’
97 ２384 0

弓＝＝＝

詞 形

0刑容
動

△

107･

(61.8、）

1 651万句

上／･ 0 0

’



｜

侭
里
言
少
。
雅
言
多

１師
オ
ク
ユ
カ
シ
ミ
ガ
ナ
イ

「
詞
葉
新
雅

⑥
．
里
言
と
雅
言
と
の
対
応
数
の
ア
シ
ゞ
ハ
ラ
ン
ス

本
書
を
辞
典
と
し
て
み
る
時
、
弱
点
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
里
言
・
雅

言
両
者
と
も
、
派
生
語
、
類
語
、
反
対
語
等
に
対
す
る
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
里
言
は
大
体
関
係
あ
る
詔
は
隣
接
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、

（
そ
れ
す
ら
も
相
当
不
安
定
、
無
統
制
）
雅
言
に
お
い
て
は
そ
の
類
語
を
求
め

よ
う
と
す
れ
ば
三
千
百
十
四
の
語
を
か
た
は
し
か
ら
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
、
雅
言
、
里
言
の
ど
ち
ら
か
が
、
形
容
詞
型
の
対
応
を
示
す
も
の
の
中
で
、

そ
の
い
ず
れ
か
が
語
数
に
し
て
他
の
四
倍
以
上
あ
る
例
の
み
を
次
に
列
挙
す
る
。

７
表
Ⅳ
名
詞
型
の
三
分
類
ｌ
接
続
す
る
辞
に
つ
い
て

く
（
五
十
音
順
） ’連

休
型

連
川
形

ゼ
ロ
型

l『

里
言
雅
言

利
雅
」

△

533

(69.8）l

l

庁戸、

／00 50 180

に
お
け
る
里
言
と
雅

△

535

(79.7）

戸庁司

り／上 35 101

△は岐大のもので（）内はそ

れぞれにおける百分比

１
人
Ｏ

蛆
ユ
ッ
タ
リ
ト

２

の
ど
け
く

２Ｗ
モ
ノ
ナ
レ
ヌ

２

シ
，
ひ
ン
う
ひ
し
き

１
１
Ｏ

泥
マ
ッ
ス
グ
ニ

ー

な
ほ
し
・
す
ぐ
に
・

４帥
チ
ウ
〈
ン
ナ

は
し
た
な
し
・
は
し
た
。
な
か
な
か
な
る
・
な
か
ぞ
ら
な
る
．
う
き
た
る

。
お
れ
た
る

くｊ“
ジ
ウ
ニ
ン
ナ
ミ

２

よ
る
し
き
・
人
な
桑
．
な
み
な
み
・
な
象

６部
グ
ワ
ン
ゼ
ガ
ナ
イ

－

い
わ
け
な
し
・
い
と
け
な
し
・
い
と
き
な
し
・
を
さ
な
し
．
き
び
は
な
る

1941

ワ
イ
お
と
る
し
き
．
む
く
む
く
し
き
・
む
く
つ
け
き
・
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き

あ
ふ
な
し
・
あ
さ
は
か
な
る
・
あ
は
つ
け
し
・
あ
は
く
し
き
・
あ
は
つ
か

心

の
ど
か
に
・
ゆ
た
け
く
・
よ
だ
け
く
・
ゆ
る
る
か
に

世
を
し
ら
ぬ
．
よ
づ
か
ぬ
．
よ
に
へ
ぬ

た
Ｎ
に
・
す
な
ほ
に

●

二
九



⑧
里
言
多
・
雅
言
少

あ
さ
ま
し７
８

皿
ケ
ウ
ガ
ル
・
皿
ケ
ウ
ノ
サ
メ
タ

ー

１

ブ
レ
ル

か
た
は
ら
い
た
し

〈
、
声
、
一
噸
Ｏ

伽
カ
ホ
ニ
火
ガ
タ
カ
レ
ル
・
“
キ
エ
タ
イ
・
的
ジ
ュ
ッ
ナ
ウ
恩
ウ
・
皿
セ

２
２
３

ウ
シ
ニ
恩
ウ

お
ほ
け
な
し４
３

釦
オ
ホ
ギ
マ
ヘ
ニ
・
師
タ
イ
キ
ナ

ギ
テ

か
ど
か
ど
し

か

イ621し
・オこ

2968ソし
モロ

ツoシ

ダウ

イ・

ナ628

イオ

ソ

レ

オ

、

イ

1502

．ウ

ツo

テ

ツ

ケ

タ

い
ま
め
か
し

過
イ
ン
ク
ッ
ナ
・
泊
イ
ン
キ
ナ

０
７
６

３
リ
ク
ッ
ク
サ
イ
・
翅
リ
コ
ウ
ソ
ウ
ナ
・
皿
ツ
カ
ウ
ド
ナ
・
蛤
キ
リ
ヤ
ウ

５

戸
ハ
Ｊ
Ｏ
『
Ｉ
エ
、
″
ム

ミ
エ
テ
・
所
ヒ
ト
キ
ワ
タ
ッ
テ

ワ
］

巾

８鯛
ウ
ッ
ト
シ
イ

ー古

２
９

万
フ
ソ
ウ
オ
ウ
ナ
・
印
ミ
ブ
ン
ニ
ス

ー

２

７
０

詔
キ
モ
ノ
ッ
ブ
レ
タ
・
蛆
キ
モ
ガ
ッ

２
２

６羽
キ
ウ
ク
ッ
ナ

２

１咽
ア
リ
ガ
タ

２

ト
｛
－
し

ｑ
Ｊ
４
５

銘
ヨ
イ
・
虹
ヨ
イ
ハ
サ
ア
・
別
ヨ
イ
ワ
イ
ノ
皿
・
ヨ
シ
ヨ
シ
・
略
ヨ
イ
ハ

｜
ｂ

９

１
・
鵠
キ
ニ
ン
貴
人

？
］

今

び
ん
な
し

。

０
８

邪
オ
シ
テ
カ
ッ
テ
ガ
ワ
ル
イ
・
幻
ツ
ガ
ウ
ノ
ワ
ル
イ
・
弱
ダ
メ
ン
ノ
ワ
ル

９
９
１
０
１
１

イ
・
弱
グ
ワ
イ
ノ
ワ
ル
イ
・
帥
フ
グ
メ
ン
ナ
・
副
フ
ッ
ガ
ウ
ナ
・
別
フ
グ

ー

１

１
１

ア
イ
ナ

そ
ぞ
ろ
は
し

咽
ト
ビ
タ
ッ
零
ハ
カ
リ

４ウ
ワ
ト
シ
タ

か
や
す
し

ｑ
〕
ワ
竺

調
ロ
ン
ナ
シ
ニ
・
虹
ム
ッ
カ
シ
イ
７
モ
ナ
ウ
・
的
．
、
ロ
ヤ
一
〈
ウ

ー

１

１

ヤ
ン
ニ
モ
オ
ヨ
バ
ズ

こ
よ
な
し

狸
（
か
ク
ン
チ
ガ
ウ
・
皿
ト
ビ
キ
リ
ノ
・
４
カ
ク
ダ
ン
ナ

ー

４
８

モ
ナ
ウ

こ
こ
ろ
な
が
し

２昭
コ
ン
カ
ギ
リ

２

０
０
１

蛸
キ
ナ
ガ
ウ
・
師
シ
ン
ポ
ウ
ヅ
ョ
ウ
・
稲
ジ
ヤ
ウ
コ
ン

２
２
２

５肺
ソ
ワ
ソ
ワ
ト
シ
タ

ー

四
○３蛆

ウ
チ
ッ
カ
ヌ

ー

１鮨
コ
ノ
ウ
エ

ー

４鯛
ウ
ワ

ー

2702

シ



右
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
「
お
ほ
む
ね
」
（
三
ウ
）
で
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

古
言
一
言
を
。
こ
‐
些
か
し
こ
に
出
し
。
里
言
ひ
と
つ
に
。
古
言
を
ふ
た
つ
み

つ
も
あ
て
た
る
ば
。
軽
重
な
と
あ
り
な
が
ら
。
義
の
か
よ
へ
は
也
。

艸
雅
言
の
形
容
詞
に
概
念
化
さ
れ
た
心
的
内
容

い
ま
、
か
り
に
日
常
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
的
内
容
を
Ａ
と
す
る
。
Ａ

が
本
稿
目
の
側
（
本
件
の
い
う
「
雌
向
」
と
は
な
に
か
。
「
同
」
と
は
な
に
か
。
）

で
の
べ
た
如
く
里
言
に
概
念
化
さ
れ
た
も
の
を
Ｂ
、
雅
言
に
概
念
化
さ
れ
た
も

わ
り
な
し２
６
７

０
ワ
カ
チ
ナ
シ
ニ
・
蝿
ム
リ
ナ
７
ジ
ヤ
・
蛸
ム
リ
ヤ
リ
｜
一

戸
Ｊ
ｊ
『
Ｉ
Ｌ
司
Ｉ
Ｌ

Ｏ

、
ヌ
・
船
ス
ヂ
モ
ナ
イ

３
心
的
内Ａ

口
、
雅
言
の
形
容
詞
を
中
心
と
し
た
趣
向
と
詞

「
刷
葉
新
雅
」
に
お
け
る
里
言
と
雅
言

ぐ
（
雑
言
）

↑
’一Ｂ

（
里
言
』

８
．
開
ス
ヂ
ガ
タ

３

の
を
Ｃ
と
す
る
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
者
の
関
係
を
三
角
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
表
わ
す
と
次

の
よ
｝
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
著
者
が
、
Ｂ
・
Ｃ
を
決
定
す
る
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
概
念
化
の
過

程
が
考
え
ら
れ
る
。

、
。
Ａ
↓
Ｂ

⑤
。
Ａ
↓
Ｃ

＠
。
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ

③
．
Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｂ

（
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
陳
則
的
な
図
式
で
あ
り
、
実
際
は
、
Ａ
↓
Ｂ
・
Ｂ
↓
Ｃ
・

Ａ
↓
Ｃ
等
の
間
で
、
い
く
た
の
選
択
・
決
定
の
た
め
の
概
念
化
の
過
程
で
の
往

復
や
蹄
路
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
）

こ
こ
で
は
雅
言
の
形
容
詞
型
を
中
心
と
し
て
心
的
内
容
の
形
容
詞
型
に
あ
ら

わ
れ
た
も
の
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
。
三
角
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
お
い
て
、
Ｂ
と
Ｃ
は

同
一
の
時
の
、
同
一
の
人
に
よ
る
、
同
一
の
心
的
内
容
を
概
念
化
し
た
も
の
と

し
て
、
対
応
さ
せ
て
あ
る
。
災
な
る
点
は
、
Ｂ
は
言
語
的
に
浄
化
さ
れ
ず
、
鑑

賞
的
言
語
生
活
に
適
応
す
る
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ

は
鑑
賞
的
言
語
生
活
に
適
応
す
る
よ
う
に
選
択
さ
れ
、
多
く
の
例
の
中
か
ら
す

く
い
上
げ
ら
れ
つ
つ
概
念
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
す

』
、
』
ｊ

で
に
表
Ｉ
・
正
・
Ⅲ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
里
言
よ
り
も
安
定
し
、
一
種
の
規

く
く
く

範
性
を
も
つ
よ
う
な
数
の
排
列
と
百
分
比
の
排
列
に
も
う
か
が
え
る
。

形
容
伺
型
の
語
群
は
、
心
的
内
容
Ａ
の
状
態
・
価
値
・
感
覚
・
感
情
を
表
現

す
る
の
に
適
当
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
（
こ
の
四
分
瓶
は
、
「
国
語
学
」
㈹
の

高
羽
四
郎
氏
の
論
文
、
「
形
容
詞
連
用
形
の
用
法
」
’
九
五
’
一
○
五
。
ヘ
に
よ

る
。
）
本
書
で
は
、
各
語
が
断
片
的
に
出
て
い
て
、
一
個
の
文
学
的
作
品
に
比

四
一

寺



①
．
ｍ
・
》
〈
シ
ョ
ガ
セ
マ
イ
・
と
こ
ろ
せ
し

４
．
羽
・
ナ
ガ
ウ
・
な
が
く

１

等
を
「
状
態
」
に
、

１

②
・
銘
・
カ
ワ
イ
ラ
シ
イ
・
ら
う
た
き

５瓠
・
サ
ワ
ガ
シ
イ
・
ら
う
が
は
し
き

２

等
を
「
価
値
」
に
、

③
・
狸
・
ダ
ル
イ
・
た
ゆ
し

０蛇
・
ム
シ
ヤ
ウ
’
一
サ
ム
イ
・
そ
ぞ
ろ
さ
む
し

１

等
を
「
感
覚
」
に
、

側
・
噸
・
ハ
ヅ
カ
シ
イ
・
は
》
っ
か
し

妬
。
ハ
ガ
ュ
イ
．
も
ど
か
し
き

等
を
「
感
情
」
に
、

と
い
う
よ
う
に
分
類
す
る
。
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
活
用
形
式
の

「
ク
活
用
」
と
「
シ
ク
活
用
」
と
に
二
分
類
す
る
。
こ
れ
は
、
形
容
詞
型
の
意

味
内
容
と
、
活
用
形
式
す
な
わ
ち
形
態
と
の
関
辿
の
有
無
を
知
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
次
の
表
が
で
き
た
。

く
る
と
、
相
当
、
分
類
に
は
困
難
が
伴
な
う
。
雅
言
の
み
で
は
不
明
の
時
は
、

た
え
ず
里
言
の
対
応
の
し
か
た
を
み
て
、
な
る
べ
く
客
観
性
か
ら
遠
ざ
か
ら
ぬ

よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
そ
れ
で
も
不
明
の
時
は
、
価
値
の
部
に
入
れ
る
。

前
記
し
た
概
念
化
の
過
程
の
し
か
た
③
⑥
＠
④
の
う
ち
＠
の
形
式
（
Ａ
↓
Ｃ

↓
Ｂ
）
に
お
け
る
著
者
の
心
的
内
容
の
概
念
化
の
過
程
を
、
形
容
詞
型
の
語

（
雅
言
形
容
詞
型
は
四
八
○
例
。
異
な
り
語
数
は
二
九
三
で
あ
る
が
、
同
一
の

語
で
も
場
合
に
よ
っ
て
意
味
内
容
を
異
に
す
る
の
で
、
四
八
○
の
全
部
を
対
象

と
す
る
）
を
、

ゆ

「
は
づ
か
し
」
と
い
う
語
だ
け
を
考
え
る
と
、
四
分
類
に
従
え
ば
明
ら
か
に

「
感
情
」
で
あ
る
が
、
実
は
、

１皿
・
イ
ロ
ジ
ロ
ナ
・
雪
は
づ
か
し
き

と
あ
る
と
、
結
局
、
「
状
態
」
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
右
の
表

の
「
シ
ク
活
用
」
の
「
状
態
」
に
お
け
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。
山
本
俊
英
氏
の

調
盗
に
よ
れ
ば
（
「
国
語
学
」
露
・
「
形
容
詞
ク
活
川
の
意
味
上
の
相
違
に
つ
い

て
」
一
九
五
五
年
）
、
形
容
詞
の
ク
活
用
は
「
状
態
的
な
属
性
概
念
を
表
わ
す

語
」
、
か
大
部
分
で
、
シ
ク
活
用
は
「
心
的
情
意
的
な
面
を
表
わ
す
語
」
が
大
部

②
雅
言
の
形
容
詞
型
の
意
味
と
活
用
形
式
と
の
分
類

ｊ
表
Ｖく

価

=聖

害邑L
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311

意
嘱
嫁
五
一
一

状
態
一
一

／
活
用
一
一
ク
蘭
Ⅱ
｜
｜
ン
ク

戒
'い,

'1,写

感
覚

／

‐
ク
》
荊
峠
叩
‐
’
一
シ
ク
｜
活
川
一
億
味

三五
ロロ

ワq
竺qJ

数

心

2241
頁/1
J武 10

一
言
分
些
一
語

３
１

７
｜
伽
一
画

司庁n

.Lイ.｡100.0
句n

o.△

＆

８1ヴ庚
上イJ 39 1

数
一
百
分
比
一
一
［
″

0．5
nnn

乙ムーム100．0 ハ貝
宝｡』 72．5

四
－-＝ ＝

351１

４

戸
へ
』

３
池

８
’
９

１
’
３

24

百

4.(）分
i【

上1コ



分
で
あ
る
と
し
、
日
本
書
紀
・
古
事
記
・
続
日
本
紀
・
宣
命
・
万
葉
集
・
古
今

集
・
源
氏
物
語
の
中
か
ら
形
容
詞
を
精
査
し
た
結
果
、
上
の
傾
向
の
例
外
は
、

奈
良
時
代
は
ク
活
用
で
は
十
二
％
、
シ
ク
活
用
で
は
二
十
六
％
で
あ
る
が
、
古

今
集
で
は
二
十
四
％
、
二
十
一
％
、
源
氏
物
語
で
は
三
十
七
％
、
四
十
七
％
と

い
う
数
が
で
て
い
る
。
本
書
の
語
例
の
出
典
は
、
平
安
時
代
を
主
と
し
て
い
る

（
注
５
）
が
、
い
ま
ひ
と
つ
筆
者
の
調
査
が
不
足
な
の
で
、
右
の
表
の
象
で
は
意
味
と
形

態
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
推
定
は
む
り
で
あ
る
。
た
だ
「
状
態
」
万
項
で
、

「
ク
活
用
」
と
「
シ
ク
活
用
」
が
百
分
比
に
お
い
て
著
し
い
差
の
あ
る
こ
と
、

（
七
・
三
％
と
○
・
五
％
）
ま
た
そ
の
他
の
三
項
目
が
、
率
の
上
で
は
、
ほ
と

ん
ど
両
者
平
行
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
近
世
の
人
の
心
的
内
容
と
、

雅
言
と
、
里
言
と
の
三
者
の
関
迎
は
、
形
容
詞
型
の
語
一
つ
を
と
り
上
げ
て
染

て
も
、
単
な
る
語
数
の
計
算
か
ら
の
推
定
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
多
く
の
、
種

含
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

こ
こ
ろ

以
上
、
「
詞
葉
新
雅
」
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
本
書
の
い
わ
ゆ
る
「
趣
向
」

こ
と
ば
。
。

と
「
詞
」
の
対
応
の
状
態
を
概
観
し
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
概
観
で
あ
っ
て
、

以
上
の
資
料
か
ら
、
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
。
な
お
、
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て

終
始
、
長
川
久
男
氏
か
ら
数
多
く
の
御
教
示
を
得
た
こ
と
を
併
記
し
て
感
謝
の

意
を
表
す
る
。

注
１
「
詞
葉
新
雅
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
五
六
年
「
文
学
」
六
月
「
言

語
と
文
学
と
の
一
つ
の
問
題
ｌ
文
語
の
口
語
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
・
一
九
五

六
年
「
福
井
大
学
紀
要
」
第
五
号
「
詞
葉
新
雅
の
意
義
」
・
一
九
五
七
年
・

十
二
月
一
‐
福
井
大
学
紀
要
」
第
七
号
「
国
語
史
と
国
語
学
史
」
な
ど
に
、

「
詞
葉
析
雅
」
に
お
け
る
里
言
と
雅
言

り

福
井
大
学
佐
藤
茂
教
授
の
研
究
が
あ
る
。
今
ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
同
教

授
か
ら
種
々
、
御
教
示
を
得
た
。
敢
近
に
出
た
「
国
語
学
史
」
の
書
で
は

田
辺
正
男
氏
の
著
に
、
本
書
の
紹
介
が
あ
る
。
（
同
書
二
七
一
ゞ
へ
）
竹
岡
正

夫
氏
の
一
‐
富
士
谷
成
章
全
集
下
」
に
は
「
お
ほ
む
ね
」
を
書
い
た
富
士
谷

成
胤
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
（
同
書
八
八
八
。
へ
）
ま
た
三
木
幸
信
氏

の
「
義
門
の
研
究
」
に
、
義
門
の
国
語
学
研
究
の
書
の
「
類
従
雅
俗
言
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
「
刷
葉
新
雅
」
に
ふ
れ
、
「
こ
の
体
裁
と
顛

従
雅
俗
言
が
偶
然
一
致
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
し
義
門
が
こ
れ
を

見
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
義
門
が
示
唆
を
得
た
と
考
え
て
も
不
当

で
は
あ
る
ま
い
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
（
同
書
一
一
五
七
。
へ
）

注
２
雅
言
の
○
印
（
実
際
に
は
へ
の
印
）
に
つ
い
て
「
お
ほ
む
ね
」
に
次
の

説
明
が
あ
る
。
「
歌
に
よ
み
つ
け
ぬ
詞
也
。
た
た
こ
れ
古
き
例
を
し
る
さ

せ
た
る
也
。
字
音
な
る
詞
を
お
き
て
は
。
点
あ
る
詞
と
て
も
。
我
ち
か
ら

に
て
よ
ま
む
は
難
な
か
る
へ
し
。
」
↑
」
れ
に
つ
い
て
（
注
１
）
の
「
文
学
」

の
「
言
語
と
文
学
と
の
一
つ
の
間
鼬
Ｉ
文
語
の
口
語
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
の

中
に
説
明
が
あ
る
。
（
Ｍ
書
五
六
’
五
七
・
へ
）

注
３
古
言
梯
（
揖
取
魚
彦
・
一
七
六
五
年
刊
）
・
雅
言
童
職
（
河
崎
清
厚
・

一
八
四
四
年
刊
）
・
心
乃
籾
（
萩
原
広
道
・
一
八
山
八
年
刊
）
な
ど
に
、

語
の
排
列
を
イ
ロ
ハ
Ⅲ
と
側
時
に
一
言
・
二
言
・
三
言
と
音
節
数
の
順
も

考
噸
に
入
れ
て
行
な
っ
て
い
る
。
歌
を
作
る
に
は
音
節
数
が
関
係
す
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
点
、
本
書
で
の
態
度
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
・

注
４
「
統
叙
」
と
い
う
語
は
、
渡
辺
実
氏
が
「
国
語
学
」
喝
・
狸
で
い
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
を
長
田
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
同
書
を
読
む
機
会
が
な
く

て
渡
辺
氏
の
い
わ
れ
る
「
統
叙
」
な
る
語
證
理
解
も
せ
ず
に
使
わ
せ
て
い

Ⅷ
三



た
だ
い
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
が
、
勝
手
に
便
宜
上
使
用
し
て
い
る
の
で
、

渡
辺
氏
に
は
お
わ
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

注
５
本
書
の
雅
言
の
参
考
と
な
っ
た
出
典
に
つ
い
て
は
、
「
お
ほ
む
ね
」
（
’
一

ウ
ー
三
オ
）
に
、

「
詞
は
。
万
葉
集
。
古
今
。
後
撰
．
拾
遺
を
も
、
と
其
し
。
後
盈
の
集
の
詞

を
も
。
お
も
ひ
え
た
る
ま
上
を
つ
た
へ
ら
れ
・
猶
三
十
六
人
集
。
六
帖
。

そ
の
外
物
か
た
り
は
。
土
佐
Ⅱ
記
。
う
つ
ほ
。
源
氏
。
枕
草
子
。
か
け
ろ

ふ
。
さ
こ
ろ
も
。
さ
ら
し
な
な
と
に
と
れ
り
。
又
古
事
記
。
Ⅱ
本
紀
。
古

語
拾
遺
。
遊
仙
窟
等
を
も
て
こ
れ
を
補
へ
り
。
」

と
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
雅
言
の
中
に
川
典
例
を
明

記
し
て
い
る
の
は
全
部
で
一
二
八
例
。
そ
の
中
の
四
○
・
〈
１
セ
ン
ト
は
源

氏
物
語
で
八
八
例
、
次
に
日
本
紀
・
二
七
例
。
以
下
、
万
葉
集
一
八
例
、

古
今
集
一
八
例
、
後
撰
集
と
拾
遺
集
が
そ
れ
ぞ
れ
九
例
で
あ
る
。
以
上
の

計
が
一
二
八
例
中
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
約
二
十
六
種
の

書
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。

○
附
記

ナ
リ
ノ
プ
ナ
リ
ハ
ル
ミ
ツ
エ

本
書
の
著
者
が
富
士
谷
御
杖
（
初
名
成
寿
・
成
元
・
文
化
八
年
御
杖
と
改

キ
タ
ノ
ペ

名
．
通
称
専
右
衛
門
、
号
北
辺
。
ｌ
国
語
学
辞
典
・
七
九
四
。
へ
）
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
「
か
ざ
し
抄
」
等
の
関
係
で
、
語

学
的
配
慮
が
少
し
で
も
う
か
が
え
る
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
初
学
者
を

4

○
七
十
六
ウ

０
１

弱
サ
テ
モ
さ
も
・
も
・
ア
ュ
ヒ
也
‐
｜
「
妬
サ
テ
モ
／
～
も
同
上
」

２
２

○
お
ほ
む
ね
（
三
ウ
）

「
形
容
又
は
諺
を
も
て
も
あ
て
ら
れ
た
る
所
少
か
ら
ね
と
。
．
…
・
・
後
略
」

（
右
の
「
形
容
」
な
る
語
は
、
現
在
「
比
職
」
と
い
う
語
に
あ
た
る
の
で

あ
ろ
う
。
ｌ
筆
者
）

○
三
十
川
ウ

８「
伽
タ
シ
ナ
ミ
ブ
カ
イ
○
よ
う
い
ふ
か
き
こ
入
る
に
く
き
コ
レ
〈
体
外

１ヨ
リ
イ
フ
コ
ト
バ
ナ
リ
よ
う
い
ふ
か
し
ハ
内
一
一
イ
ブ
ゞ
へ
シ
」

四
四

対
象
と
し
た
書
で
あ
る
た
め
か
、
語
学
的
な
用
語
や
、
語
法
的
な
説
明
は
秘

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
次
の
例
な
ど
は
、
や
や
そ
れ
に
当
た
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

○
お
ほ
む
ね
（
一
オ
）

「
さ
き
に
わ
か
父
わ
か
兄
。
此
国
の
こ
と
は
を
あ
き
ら
め
て
。
く
は
し
く

と
き
お
け
る
ふ
み
と
も
多
く
。
世
に
も
さ
や
う
の
書
数
し
ら
す
あ
れ
と
。

後
略
・
…
：
」

○
お
ほ
む
ね
（
一
オ
）

「
父
兄
。
つ
ね
に
。
詞
よ
り
お
こ
れ
る
歌
を
は
ふ
か
く
い
や
し
め
る
よ
り
・

い
に
し
へ
今
。
詞
は
た
か
へ
と
も
。
心
は
か
は
ら
ぬ
よ
し
を
か
た
ら
る
る

後
略
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④
り
ご


